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 新たなモビリティサービスの実現をめざす地域コンソーシアム「静岡型 MaaS 基幹事業実証プ

ロジェクト」※が計画する AI相乗りタクシーの実証実験について、以下の実験参加事業者からの

道路運送法第２１条による申請を本日、静岡運輸支局が許可しましたのでお知らせします。 

 

   

 

 

 

１． 実証実験実施事業者 

千代田タクシー(株)、静岡平和タクシー(株)、不二タクシー(株)、(株)アンビ・ア、 

静鉄タクシー(株)、静岡ひかりタクシー(株) 、辰巳タクシー(株)、 

個人タクシー（永田タクシー、笑福タクシー） 

    

２．AI相乗りタクシーについて 

AIを活用したオンデマンド型相乗り移動サービス SAVS（Smart Access Vehicle System）に

より、タクシーの効率的な配車・乗客のマッチング・最適な走行ルートの検出が可能。 

① 乗車依頼に応じて、SAVSが乗車地点へ最寄りの車両を配車 

② 走行中に別の乗車依頼が入ると・・・ 

③ 走行距離や乗客の予想待ち時間を考慮し、最適な走行ルートをリアルタイムで自動計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡型 Maasにおける AI相乗りタクシーの 
実証実験の申請を許可 

～国土交通省・新モビリティサービス推進事業選定の 

地方都市型 Maasの実証実験を全国に先駆けて実施します～ 

【連絡先】 

中部運輸局 静岡運輸支局 輸送・監査担当 

担当：小松田、桑原、松本  TEL:054-261-2898 

  

※静岡型 MaaS 基幹事業実証プロジェクトとは・・・ 

静岡型 MaaS 基幹事業実証プロジェクトは、人口減少や高齢化社会が進行する中、ICT・AI

等の最新技術を取り入れ、誰もが利用しやすい新たな移動サービスの提供と、これを活か

した持続可能なまちづくりを目指して、2019 年 5 月 27 日に発足した地域密着型の官民連

携型コンソーシアムです。（代表幹事：静岡鉄道株式会社 企画部長 水野雅晴） 

令和元年１０月７日１４時発表 

tel:054-261-2898


３． 実験目的 

静岡型 Maasの端末交通として必要なタクシーが、より選ばれる交通になることを目的とし、

実証実験を通じて、タクシーの「新規需要の創出」や「採算性の向上と料金の低廉化の両立」

を検証する。 

・相乗り運賃の社会受容性・事業採算性のバランス検証 

・社会受容性の感度調査（運行方法、車両等） 

・実施課題の抽出と改善方策の検討 など 

 

４． 実験内容 

〇1,000名以上の参加モニターによる AI相乗りタクシーの有料運行 

・期間は令和元年１１月１日～１１月３０日 の計３０日間 

・時間は８：００～２１：００ の計１３時間 

   〇配車システムは AIによるオンデマンド・リアルタイムマッチング方式 

   〇相乗り運賃 

・静岡地区におけるタクシーの自動認可運賃の距離制運賃（A運賃）を基に算出する。 

・乗車距離は、利用者が検索・予約しようとする出発地～目的地の最短距離とする。 

・運賃計算は、最短距離を基に距離制運賃により算出し、その距離制運賃に割引率（0.75）

を乗じる。 

〇対象地域  別紙に示す静岡市葵区内の区域 

 

５． 静岡型 MaaSや実証実験の詳細に関するお問い合わせ先 

〇静岡型 MaaS基幹事業実証プロジェクト事務局 

 （静岡鉄道株式会社 企画部カスタマーリレーション課内） 

担 当 者：岩本、佐々木、伊藤 

Ｍａｉｌ：s h i z u o k a m a a s @ g m a i l . c o m 

Ｔ Ｅ Ｌ：０５４－２６４－７０２６ 

Ｈ   Ｐ：h t t p s : / / s - m a a s . j p / 

 

 

 

 

 

 

 

https://s-maas.jp/


別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運行区域図】 


